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う

宇
ちゅう

宙 パティシエール
ひ

妃
と

斗
は

葉１
さく

作
たか

高
はし

橋
とも

倫
こ

子

だい

第１
わ

話 200
ねん

年
かん

間のプロローグ（
ぜん

前
ぺん

編）

たん

担
にん

任の
みず

水
しま

嶋は
あき

呆れ
かえ

返っている。

「
なに

何を
かんが

考えているんだ、
まった

全く……。
さだ

定
かね

兼ぐらいの
せい

成
せき

績ならもっ

といい
だい

大
がく

学に
い

行けるだろう」

「だけど
の

乗りたいんです」
なが

長い
くり

栗
いろ

色の
かみ

髪の
しょう

少
じょ

女は
ま

真っ
す

直ぐに
みず

水
しま

嶋

を
み

見
つ

詰めている。
みず

水
しま

嶋は
しら

白
が

髪
ま

混じりの
かみ

髪をがばっと
か

掻き
あ

上げて、そのまま
つくえ

机に
ひじ

肘

を
つ

付いた。

「
の

乗りたいったってな……。お
まえ

前みたいなひょろっこいのが
はいぞく

配属

される
わけ

訳が
な

無いだろ」

「だから
せん

戦
とう

闘
き

機
の

乗りとしてじゃなくて、
せん

専
ぞく

属の
か

菓
し

子
しょく

職
にん

人になって
の

乗り込むんです」

「どうしてそこまで
の

乗りたいんだろうね……。しょうがないな、
と

取

り
あ

敢えず
みや

宮
じま

島
ちゅう

宙
ぐん

軍
せい

製
か

菓
だい

大
がく

学の
がん

願
しょ

書だ。ご
りょう

両
しん

親とよく
はな

話し
あ

合うん

だぞ」

しょう

少
じょ

女の
な

名は
さだ

定
かね

兼
ひ

妃
と

斗
は

葉。2172
ねん

年
う

生まれの 18
さい

歳。
こう

高
こう

校3
ねん

年
せい

生。
ちち

父
おや

親

は
せい

清
りょう

涼
いん

飲
りょう

料メーカーの
かい

会
しゃ

社
いん

員。
はは

母
おや

親は
せん

専
ぎょう

業
しゅ

主
ふ

婦。5つ
とし

歳
した

下の
いもうと

妹

がいる。
ひ

妃
と

斗
は

葉にはやってみたいことがあった。
う

宇
ちゅう

宙
せん

戦
かん

艦の
じょう

乗
む

務
いん

員に
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なることだ。
ひ

妃
と

斗
は

葉の
いえ

家には、
ひ

妃
と

斗
は

葉よりも
ちょう

丁
ど

度200
ねん

年
まえ

前
う

生まれの、7、8
だい

代
まえ

前

の
じょ

女
せい

性の
せん

先
ぞ

祖が
か

書き
のこ

遺したと
い

言われる
しょ

書
もつ

物が
だい

代
だい

々
う

受け
つ

継がれてい

る。
ない

内
よう

容は 7、8
だい

代
まえ

前の
せん

先
ぞ

祖が
し

子
そん

孫に
たく

託した
ゆめ

夢である。
なん

何でも
とう

当
じ

時

は
う

宇
ちゅう

宙
せん

戦
かん

艦というのはＳＦアニメか
なに

何かに
で

出て
く

来る
くう

空
そう

想の
さん

産
ぶつ

物

で、それに
の

乗り
こ

込むのが
ゆめ

夢だったらしい。その
しょ

書
もつ

物が
か

書かれた
じ

時
だい

代

から
やく

約200
ねん

年の
つき

月
ひ

日が
なが

流れ、
う

宇
ちゅう

宙
せん

戦
かん

艦は
げん

現
じつ

実のものとして
すがた

姿を
あらわ

現した。
ひ

妃
と

斗
は

葉の
はは

母は
う

受け
つ

継がれてきた
しょ

書
もつ

物を
こ

子ども
たち

達の
まえ

前から
かく

隠した。
し

子
そん

孫に
ゆめ

夢を
たく

託してくれた 7、8
だい

代
まえ

前の
せん

先
ぞ

祖には
わる

悪いが、
じ

自
ぶん

分の
こ

子ど

も
たち

達には
き

危
けん

険な
め

目に
あ

遭わせたくない。だが
ひ

妃
と

斗
は

葉は
あこが

憧れてしまっ

ていた。7、8
だい

代
まえ

前の
せん

先
ぞ

祖が
し

子
そん

孫に
たく

託した
ゆめ

夢を
じ

自
ぶん

分が
かな

叶えるという

ことに。
やく

約200
ねん

年もの
とき

時を
こ

超えて
ふたた

再び
つづ

綴られ
はじ

始める
もの

物
がたり

語に。

ひる

昼
やす

休みに
こう

校
しゃ

舎の
おく

屋
じょう

上に
あ

上がる。
う

宇
ちゅう

宙
せん

戦
かん

艦の
ぞう

造
せん

船
しょ

所が
ちい

小さく
み

見

える。
ぶ

分
あつ

厚い
かべ

壁で
かこ

囲われていて、どのような
ふね

船が
つく

造られているの

かは
わか

判らない。けれど
あこが

憧れるにはそれで
じゅう

充
ぶん

分。そっと
め

目を
と

閉じ
み

未
らい

来の
じ

自
ぶん

分を
おも

思い
えが

描く。

ひ

妃
と

斗
は

葉は
りょう

両
しん

親に
みや

宮
じま

島
ちゅう

宙
ぐん

軍
せい

製
か

菓
だい

大
がく

学に
しん

進
がく

学したい
むね

旨を
はな

話した。

「ひいちゃん。まさか
う

宇
ちゅう

宙
ぐん

軍に
はい

入ろうなんて
おも

思ってないでしょう

ね」
はは

母は
すこ

少しきつい
く

口
ちょう

調で
ねん

念
お

押しする。

「パパもおじいちゃんも
しょく

食
ひん

品
かん

関
けい

係の
し

仕
ごと

事だから、
わたし

私も……って
おも

思って……」
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「そうだな。
た

食べ
もの

物の
し

仕
ごと

事に
つ

就けば
く

食いっぱぐれも
な

無いだろうし

な」
い

言いそびれてしまった。
ほん

本
とう

当の
もく

目
てき

的は
う

宇
ちゅう

宙
せん

戦
かん

艦に
の

乗るためだと

いうことを。
せい

製
か

菓を
まな

学ぶのはその
しゅ

手
だん

段の
ひと

一つでしかないことを。
い

言

えなかった。

みや

宮
じま

島
ちゅう

宙
ぐん

軍
せい

製
か

菓
だい

大
がく

学はその
な

名の
とお

通り
ひろ

広
しま

島
けん

県
はつ

廿
か

日
いち

市
し

市の
みや

宮
じま

島
ぐち

口に

キャンパスを
かま

構える、
か

菓
し

子
しょく

職
にん

人を
そだ

育てる
ため

為の
たん

単
か

科
だい

大
がく

学である。
みや

宮
じま

島
ぐち

口は
せ

世
かい

界
い

遺
さん

産
いつく

厳
しま

島
じん

神
じゃ

社の
あ

在る
みや

宮
じま

島へと
つな

繋がる
かん

観
こう

光
めい

名
しょ

所の
ひと

一つであり、
なん

何
せい

世
き

紀も
むかし

昔から「もみじ
まん

饅
じゅう

頭」をはじめとする
めい

銘
か

菓

の
せい

製
ぞう

造が
さか

盛んである。
みや

宮
じま

島
ぐち

口と
みや

宮
じま

島とを
つな

繋いでいる
うみ

海、
おお

大
の

野
せ

瀬
と

戸に
う

宇
ちゅう

宙
せん

戦
かん

艦の
ぞう

造
せん

船
しょ

所

がある。
みや

宮
じま

島
ちゅう

宙
ぐん

軍
せい

製
か

菓
だい

大
がく

学が
う

宇
ちゅう

宙
ぐん

軍の
こう

公
りつ

立
がっ

学
こう

校であるのはこう

いった
かん

環
きょう

境からの
ひつ

必
ぜん

然なのだ。
う

宇
ちゅう

宙
かん

環
きょう

境
か

下での
し

仕
ごと

事に
たずさ

携わる
もの

者
たち

達にとって
しょく

食の
もん

問
だい

題は
たい

大
せつ

切

な
こと

事。
えい

栄
よう

養
めん

面だけを
かんが

考えるのならば
かん

簡
たん

単な
こと

事なのだが、ヒトの
からだ

体

というのはそれほど
たん

単
じゅん

純には
で

出
き

来ていない。ただ
えい

栄
よう

養
そ

素を
からだ

体に
と

取り
こ

込めばいいのではない。
お

美
い

味しい、
たの

楽しい、といった
まえ

前
む

向き

な
かん

感
じょう

情と
とも

共に
せっ

摂
しゅ

取しなければ、
けっ

結
か

果として
けん

健
ぜん

全な
しん

心
しん

身を
たも

保つ
こと

事は
で

出
き

来ない。
みや

宮
じま

島
ちゅう

宙
ぐん

軍
せい

製
か

菓
だい

大
がく

学では、
う

宇
ちゅう

宙
かん

環
きょう

境
か

下、
とく

特に
う

宇
ちゅう

宙
せん

戦
かん

艦に
じょう

乗
む

務

する
もの

者
たち

達を、
か

菓
し

子やデザートといった
し

嗜
こう

好
ひん

品を
つう

通じて
ささ

支える
こと

事を
せん

専
もん

門とする
じん

人
ざい

材の
いく

育
せい

成を
おも

主な
もく

目
てき

的としている。
ひ

妃
と

斗
は

葉の
はは

母
おや

親が、
ひ

妃
と

斗
は

葉が
う

宇
ちゅう

宙
ぐん

軍に
はい

入ろうとしているのではないかと
しん

心
ぱい

配してい
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たのは、そんなところからだった。

もちろん、
みや

宮
じま

島
ちゅう

宙
ぐん

軍
せい

製
か

菓
だい

大
がく

学を
で

出たからと
い

言って、
ぜん

全
いん

員が
う

宇
ちゅう

宙
ぐん

軍での
しょく

職に
つ

就ける
わけ

訳ではない。
う

宇
ちゅう

宙
せん

戦
かん

艦の
ちゅう

厨
ぼう

房での
し

仕
ごと

事

のほとんどは
う

宇
ちゅう

宙
ちょう

調
り

理
し

師が行う。
う

宇
ちゅう

宙
ちょう

調
り

理
し

師の
なか

中には
か

菓
し

子や

デザートにも
せい

精
つう

通している
もの

者が
すく

少なくない。
う

宇
ちゅう

宙
せい

製
か

菓
えい

衛
せい

生
し

師にと

って、
う

宇
ちゅう

宙
せん

戦
かん

艦の
ちゅう

厨
ぼう

房は
せま

狭き
もん

門なのである。そのため、
おお

多くの
う

宇
ちゅう

宙
せい

製
か

菓
えい

衛
せい

生
し

師は
ち

地
じょう

上の
いっ

一
ぱん

般の
せい

製
か

菓
かい

会
しゃ

社や
か

菓
し

子
てん

店に
しゅう

就
しょく

職する。
えん

縁と
うん

運があれば
こく

国
さい

際
う

宇
ちゅう

宙ステーションや
う

宇
ちゅう

宙ホテルの
ちゅう

厨
ぼう

房に
しゅう

就
しょく

職を
き

決める
もの

者も
い

居た。

ひ

妃
と

斗
は

葉には
おさな

幼い
ころ

頃からの
ゆめ

夢があった。
う

宇
ちゅう

宙
かい

開
はつ

発に
ぎ

技
じゅつ

術
しゃ

者とし

て
たずさ

携わるという
ゆめ

夢。だから
しょう

小 、
ちゅう

中
がく

学
せい

生の
ころ

頃は
り

理
か

科や
すう

数
がく

学の
べん

勉
きょう

強

を
がん

頑
ば

張った。
せい

成
せき

績は
わる

悪い
とき

時でも
こう

校
ない

内で
じっ

十
ぽん

本の
ゆび

指に
はい

入るほどだった。

だから、
はは

母
おや

親から
だい

代
だい

々
つた

伝わる
しょ

書
もつ

物の
はなし

話を
はじ

初めて
き

聞いた
ひ

日、
ぎ

技
じゅつ

術
しゃ

者

か
せん

戦
とう

闘
き

機
の

乗りとして
う

宇
ちゅう

宙
せん

戦
かん

艦に
の

乗りたいと
おも

思った。

しかし、
こう

高
こう

校に
にゅう

入
がく

学した
ころ

頃から
じ

事
じょう

情は
か

変わった。
がん

頑
ば

張っても
おも

思

うような
せい

成
せき

績が
と

取れなくなった。
うえ

上には
うえ

上が
い

居ることを
し

知った。
たん

担
にん

任の
みず

水
しま

嶋
せん

先
せい

生は
ごう

合
かく

格
けん

圏
ない

内の
り

理
こう

工
けい

系
だい

大
がく

学への
しん

進
がく

学を
すす

勧めてくれた

が、それでは
だ

駄
め

目だった。
ごう

合
かく

格できるだけでは
だ

駄
め

目なのだ。
にゅう

入
がく

学
ご

後

も
じょう

上
い

位の
せい

成
せき

績を
たも

保ち
つづ

続け、
かく

確
じつ

実に
う

宇
ちゅう

宙
せん

戦
かん

艦での
しょく

職にたどり
つ

着か

なければ
い

意
み

味が
な

無いのだ。
いま

今まで
がん

頑
ば

張って
べん

勉
きょう

強してきた
り

理
か

科や
すう

数
がく

学が
つか

使えて、
かく

確
じつ

実に
う

宇
ちゅう

宙
せん

戦
かん

艦での
しょく

職にたどり
つ

着けそうな
しん

進
がく

学
さき

先。
ひ

妃
と

斗
は

葉にとって、それが
みや

宮
じま

島
ちゅう

宙
ぐん

軍
せい

製
か

菓
だい

大
がく

学だった。
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2190
ねん

年
あき

秋。
ひ

妃
と

斗
は

葉は
みや

宮
じま

島
ちゅう

宙
ぐん

軍
せい

製
か

菓
だい

大
がく

学
せい

製
か

菓
がく

学
ぶ

部
う

宇
ちゅう

宙
せい

製
か

菓
がっ

学
か

科

を
すい

推
せん

薦
わく

枠で
じゅ

受
けん

験。
いっ

一
しゅう

週
かん

間
ご

後に
ごう

合
かく

格
つう

通
ち

知を
う

受け
と

取った。
やく

約200
ねん

年の
とき

時

を
こ

超えて、
ひとり

一人の
じょ

女
せい

性が
み

未
らい

来に
たく

託した
ゆめ

夢の
つづ

続きが、
いま

今、ゆっくりと
うご

動き
はじ

始めた。


